






















［1］　H. Masaoka and S. Segawa, Quasiconformal mappings and minimal Martin boundary of 
p-sheeted unlimited covering surfaces of the Complex plane, to be appeared in Kodai Math. 
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be submitted in Advanced Studies in Pure Mathematics.
［3］　H. Masaoka and S. Segawa, Hyperbolic Riemann surfaces without unbounded positive-




マル点全体を と記し，Wのミニマルマルチン境界という。 の濃度を と記す。
　Rを C＾\｛0｝の p（＞ 1）葉非有界被覆面（［AS］，［F］を参照せよ）とする。p：R→ C＾\｛0｝を R上
の射影とする。このとき，
　命題 1（［MS］）．





Rと R′とは擬等角同値であるとする。このとき，命題 1により，1＜－ ＜－pが従う。また，Heins-
瀬川の定理（［S］）より，1＜－ ＜－pが従う。ミニマルマルチン境界の濃度の擬等角不変性としては，
まず，次がなりたつ。
　命題 2（［2］，［1］）．もし， ＝pならば， ＝p.
　命題 1及び命題 2を用いると，p＝2，3 の場合は，次の結果がなりたつ。
定理 1（［1］）．もし，p＝2，3 で，R′も C＾\｛0｝の p葉非有界被覆面とするならば， ＝ .
　｛an｝及び｛bn｝を次の条件をみたす単調減少数列とする。
それぞれ，In＝［an , bn］，I＝∪nIn，G＝C＾\｛0｝とおく。いま，Gの p個のコピー G 1 , …, Gpを用意す
る。このとき，各 j＝1, …, pと nに対して，Gjと Gj＋1（ただし，Gp＋1＝G1）とを Gjの Inの上縁と
Gj＋1 の Inの下縁に沿って接合してできる面をこの面を最初に導入した Heins ［He］に因んで，
C＾\｛0｝の Heins型 p葉非有界被覆面と呼ぶことにする。Rを C＾\｛0｝の Heins型 p葉非有界被覆面に限
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定すると，命題 1より，次の結果をうる。
命題 3（［MS］）．Rを C＾\｛0｝の Heins型 p葉非有界被覆面とする。このとき， ＝1, p.
　R及び R′を C＾\｛0｝の Heins型 p葉非有界被覆面に限定すると，命題 2と命題 3により，f －1：R′→
Rが擬等角写像であるので，次の結果をうる。
　定理 2（［2］）．R及び R′を C＾\｛0｝の Heins型 p葉非有界被覆面とする。このとき， ＝ .
　Rのみを C＾\｛0｝の Heins型 2葉非有界被覆面に限定するときは，次の結果をうる。










リーン函数をもつリーマン面とする。 ， をそれぞれ， 1で述べたものと同じものとする。 の
濃度を と記す。 上には，自然に調和測度 mz（z∈W）が導入される。HP（W）をW上の正値調
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